
生活者に愛される「心地よさ」をデザインする
～処方化技術、感性工学、心理学からのアプローチ～

＜ ス ケ ジ ュ ー ル ＞

＜総合司会　工藤 大樹 （ポーラ化成工業㈱）＞

時　間 題　目 ・ 講　師

10:30－10:35 開会の挨拶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　セミナー委員長　　　植田 光一

＜座長  　志水 弘典 (㈱マンダム）＞

10:35－11:15 「化粧品触感のダイナミクス」  

　  ― 指 ・ 製剤 ・ 肌の相互作用に着目して―

花王㈱　小島　晴予 氏

11:15－11:55 特徴的な感触をもつ乳化製剤  ― 固体粒子を利用した乳化技術

㈱資生堂　関根　知子 氏

11:55－13:10 昼　食　休　憩

＜座長  　寺内 友広 (㈱ナリス化粧品）＞

13:10－13:50 ワックスオイルゲルに着目した好感触口紅の開発

㈱コーセー　宇田川　史仁 氏

13:50－14:30 保湿性と触感に優れたスキンケア洗浄剤の開発

ライオン㈱　鈴木　孝直 氏

14:30－15:10 皮膚感覚の分子メカニズムとその応用

㈱マンダム　藤田　郁尚 氏

15:10－15:25 休　　憩

＜座長  　新垣 健太 (㈱ノエビア）＞

15:25－16:25 「走る歓び」の追及でお客様に「人生の輝き」を

マツダ㈱ 特別顧問　素利　孝久 氏

16:25－17:15 プロダクトデザインにおける感性価値のメトリック

関西学院大学理工学部 教授　長田　典子 先生

＜総合司会  　工藤 大樹 (ポーラ化成工業㈱）＞

17:25－18:25 フリーディスカッション

18:25－18:30 閉会の挨拶 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　セミナー副委員長　　　山原 年


